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緒 言
著者は前報14)山において， トマトの初期落花に対する
幼前1Pjの環境条件の影響について試験し，花の形態及び
機能と初期落花との関係について検討した.その結果，
環m条件や管理操作の不適によって花芽h の養分供給が
充分に行なわれず， :(~芽の発育が不良となって形態的な
らびに機能的に素質を低下し，落花を起こすようになる
ことを確かめた.
好適な条件下で育苗されて定植され，第 1~第 3 くら
いの下位花房ではよく結突い初期落花はほとんど認め
られないものでも，定植後の条件によっては，それより
上位の花房において落花を起こしていることがしばしば
みられる.
.H立花房の落花の原因については，気象的な条件，栽
椛管斑上の問題などの外的要因のほかに，下位花房の着
来による上位花房での栄養状態の不良化などによる着果
周知l現象も認められている.
果菜類の着果周期現象については，ナス類，ウリ類に
おいて多く観察指摘されており，株上の着果が主な原因
であるとされている1)2)3)4)5 )0)1)8河川)11)12)13)10)17).摘果あ
るいはキュウリ，ナスなどでの適当な早期j収穫によって
着果は連続的によく行なわれ，着果周期は現われないか，
あるいは軽減され，多肥条件によっても周期は軽減され
るI)~)州()逆に，摘葉によって着果周期は一層顕著に現
われ，少肥条件によっても周期は顕著に現われ，着果総
数，収量は少なくなることなどが認められている3)5)0).
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トマトでは第1花房が着生すると以後ほとんど3薬お
きに第2，第3・…・・と花房を着生するので，初期の着身さ
によって担果量が多くなると，椋物体の栄養状態が不良
となり，上位花房への養分供給が不良となって落花を起
こすものと考えられている.しかし，下位花房に充分量
の果実が結実し，よく肥大して，担果最が多くなって
も，必ずしも上位花房の花芽の発育が悪くなって，落花
が起こるものとは限らない.下位花房の担果量にかかわ
らず，植物体の生育が順調に進行し，下位から上位の花
房までよく結実することも認められている.
また，若苗を定植した場合，とくに高温，日照不足，
窒素過多，土壌水分過多などが組み合わさった場合に
は，定植後の草勢が著しく旺盛となり ，茎薬の発育のほ
うに養分が多く消紫され，花芽への養分供給が充分に行
なわれず，花芽の発育や開花 ・結実が不良となることも
知られている.
本報においては，上位花房における開花 ・結実の様相
を明らかにするとともに，落花の原因を解明するように
企画遂行した試験成績について報告する.
材料及ぴ方法
材料品種は'0-かりら'福寿2号王様福寿'Jハ
ウスほまれ'及び eサγマーピγク'を用いた.実験は
1967年から1969年までの3か年にわたって行ない，橋種
別は方法の項で各実験ごとに述べることにするが，いず
れの場合も首箱に播種した.子葉展開直数 15cm鉢に植
え，定植時までi温室及びガラス室内で育成した.
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供試個体数は各実験とも 1処理区12個体とした.
方法 実験1の上位花房の開花・結実の様相の観察
では，品種は'福寿2号'と'サンマーピンク'を用い，
1967年2月15日に播種し， 4月25日に悶場に定植した.
処理区としては，第1花房からホルモン剤処理を行なっ
たものと，第 1，第2花房をホノレモ γ剤処理せずに第3
花房以上をホノレモン剤処理したものとの 2区を設けた.
各花房とも 5花(第3花房のみ4花)に制限し，それぞ
れ5花開花終了時にホルモン剤処理を行なった.
実験2の上位花房の開花・結実と定植時の酋令との関
係では， 機種鍛や定植期を変えて定植時の苗令を異なる
ようにし， 実験は3図に分けて行なった.
実験2-1では，品種は'福美子2号'を用い， 1967年2月
15日 3月15日及び4月15日にそれぞれ矯種し， 2月播
種苗では4月25日(70日商)， 3月播種苗では5月10日(55
日商)， 4月矯種苗では5月25日 (40E苗)にそれぞれ闘
場に定植した.各花房とも 5花に制限し 5花開花終了
時にホルモ γ剤処理を行なった.
実験2-2では，品種は eひかり'を用い， 1969年3月
4日， 3月19日， 4月3日及び4月18日にそれぞれ播種
し 5月18日に一斉に闘場に定植し，定植時の商令をそ
れぞれ75日商， 60日商， 45日商及び30日商の 4段階とし
た.各花房とも 5花に制限し 5花開花終了時にホルモ
シ剤処理を行なった.
実験2-3では，品種は'ひかり'を用い， 1969年4月3
日に播種し 5月8日， 5月18日， 5月28日及び6月7
日に園場に定植し，定植時の苗令をそれぞれ35日商， 45 
日商， 55日商及び65日首の4段階とした.各花房とも 5
花に制限し 5花開花終了時にホノレモン剤処理を行なっ
Tこ.
実験3の上位花房の開花・結実の品種間差異では，実
験は2固に分けて行なった.
実験3-1で、は福寿2号'， eひかり'及び'サンマーピ
シグ'の3品種を用い， 1967年3月15日に播種し， 5月10
日に闘場に定櫛した.各花湧とも 5花に制限し， 5花開
花終了時にホノレモン剤処理を行なった.
実験3-2では福寿2号ひかりう'王様福寿'及び
'ハウスほまれ'の 4品種を用い， 1968年2月26日に播種
し， 5月6日に園場に定植した.各花房とも 5花に制限
し， 5花開花終了時にホルモン剤処理を行なった.
実験4の上位花房の開花・結実と定植後の条件との関
係では，品種は'福寿2号'と'ひかり'を用い， 1968年2
月初日に矯種し，温室内で育商した. 5月6日に園場と
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ピニー ノレハウスの 2区に分けて定植し，定植後の1北地環
境条件を異なるようにした.各花房とも 5花に制阪し，
5花開花終了時にホルモン剤処理を行なった.
実験5の上位花房の開花・結実と下位花房の着花数と
の関係では，実験は2回に分けて行なった.
実験5-1では，品種は'福寿2号'Jひかり'及び'サγ
マーピンク'を用い， 1967年2月15日， 3月15日， -1月
.15日に矯種し 2月播種苗では4月25日，3月播符i前で
は5月10日， 4月矯種苗では5月25日にそれぞれ闘場に
定植した.第 1，第2花房の着果数をし 2，3， -1及
び5果に1jjIJ限し，それぞれの花数が詞花したときに余分
の花奮を摘除してホノレモン剤処理を行ない，第3{~bJ以
上ではいずれの区でも 5花に制限し， 5花開花終了時に
ホノレモ γ剤処理を行なった.
実験5-2では福寿2号;'ひかり王様福寿'及びり、
ウスほまれ'の 4品種を用い， 1968年2月26日に矯種し，
5月6臼に園場とビ、ニールハウス内に定植した.第 1， 
第2花房の着果数を0，1， 3及び 5果に制限し，それ
ぞれの花数が開花したときに余分の花奮を摘除してホル
モン荊処理を行ない，第3花房以上司ごはすべて 5花に制
限し 5花開花終了時にホノレモン剤処理を行なった.
実験6の上位花房の開花 ・結実と下位花房のホノレモン
弗j処理時期との関係では，品種は'福寿2号'を用い，
1967年2月15日， 3月15日， 4月15日に搭種し 2刀掃
種商では4月25日， 3月播種苗では5月10日 4月111¥符i
商では5月25日にそれぞれ潤場に定植した.各花房とも
5花に制限し，第 1，第2花房のホノレモン剤処理時期を
3花開花時， 5花開花時 5花開花3日後 (2月15日掃
種のみ)及び 1花開花毎とそれぞれ変え，第3花万i以上
ではいずれの区でも 5:(E開花終了時にホルモン刻処理を
行なった.
ホノレモ γ剤としては p-chlorophenoxyaceticacid 
(PCPA)を主成分とするトマトトーン100倍液をj日いた.
定植時の栽槌距離は 120cmx60cmとした. Iß:~L仕
立とし，i則芽は発生後間もなく摘除した.施肥その他の
管理は慣行法にしたがい集約的に行なった.
開花ならびに収量調査は前報と同様に行なった.
実験結果
1.上位花房の開花・結実の様相
1)落花状態 第1，第2花房にホルモン剤を処理し
ない場合には，第1から第5までのいずれの花切におい
ても約10%以下の落花率で，落花は著しく少ないのに対
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第 1図 上位花房の落花に対する下位花房のホノレモン剤処理の影響
・一一・無処理， 0-0ホルモン剤処理
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花房上の開花順位
第2図 同一花房上の開花l順位による落花状態
・--・第4花鼠 0一一0第5花房
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し，第 1花房からホルモン弗jを処理した場合には，第3
iE})jまでは落花が著しく少ないが，第4，第5の上位花
房では落花が著しく多くなっている(第1図).この第4，
第5花房の落花状態を開花順位と関連させてみると，同
-:(E房上で開花の遅い花ほど落花率が高く，第4花房で
は第4，5番花はほとんど落花している(第2図).
2)果実の発育状態 ホルモン剤を処理しない場合に
は第1，第2花房の果実の発育が慈しホルモン剤を処
理した場合の約半分程度の大きさにしか発育せず，着果
数にはほとんど差がないのに1果重が小きいため，第 1，
第2花房の担果量が著しく少なくなっている.これに対
して第3花房以上では全く逆の関係を示し，第 1，第 2
iE房にホノレモ γ剤を処理しなかった区で果実の発育がよ
くなり ，着果数も多く，担果量が多くなっている(第3
閃).
3)花の発育状態落花が最も多かった第4花房上の
各花の開花時における発育状態をみbと，第 1花房から
ホノレモン剤を処理した場合には花の発育が悪く 1花E震
はもちろん，がく片，花弁，約，子房のいずれの様官の
発育も抑えられ，第1，第2花房にホノレモン剤を処理し
ない場合に比べて著しく小さくなっている(第4図).こ
れら花の発育の悪い場合には開花時における花軸の太さ
も細くなっており，開花時の花軸の太さで花の発育状態
を示し得るようにみられる(第 1表).
第 1表上位花房の 5花開花時の花軸の太さと花房
着生部の茎の太さに対する下位花房のホル
モン剤処理の影響
下位花房の 第4花房 第5花房
品種
処ホルモ γ剤理 花(rn軸m径)茎(rnrn径)花(rn軸m径)茎(rnm径) 
無処理 3.83 9.06 3.55 7.45 
福寿2号
処 理 2.43 5.43 2.48 5.48 
サンマー 無処理 4.68 10.53 4.68 11.18 
ピンク 処 理 2.79 6.66 3.04 7.34 
4)植物体の生育状態下位花房にホルモン剤を処理
しない場合には生育が旺盛で，草丈が大きく，各花房着
生部位の茎の太さが太く ，基部から上部まで‘だいたい同
程度の太さになっている.これに対し，第 1花房からホ
Jレモ γ予測を処理した場合には茎の太さは細く ，特に上部
になるにつれてしだいに細くなっている (第2表).
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第3図 上位花房の果実の発育に対する下位花房のホノレモン剤処理の影響
・無処理， 0ホノレモソ剤処理，一ー一着果数，ーー果実震，
一一収量
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第4図 上位(第4)花房の花の発育に対する下位花房のホノレモ γ剤処理の影響
・一一・無処理， 0一一0ホノレモン剤処理
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第2表 植物体の生育に対する下位花房のホルモン剤処理の影響
品種 調査日
下位花房の草 丈 花房着生部の茎径 (cm)
ホルモ γ斉理tl 展開業数
処 (cm) 第 1花房第2花房第3花房第4花房第5花房
5月16日 無処理 63.7 20.1 0.94 0.48 
処 理主 58.5 20.0 0.59 0.35 
福寿2号
6月15日 無処理 124.0 30.0 1.39 1.29 1.30 1.24 1.13 
処理 98.3 29.3 1.22 1.06 0.93 0.85 0.76 
5月16日 無処理 58.0 17.5 0.76 0.36 
サソマー 処浬 58.7 17.9 0.56 0.25 
ピンク
6月15日 無処理 115.4 28.9 1.35 1.31 1.35 1.34 1.33 
処理 99.4 27.4 1.20 1.00 0.93 0.86 0.87 
2.上位花房の開花・結実と定植時の首令との関係
(1)繍種期と定植期とをともに変え忍ことによって苗
令を変えた場合
1) 落花状態 第 1~3花房ではいずれの区でも落花
は少なく，商令による差はほとんど認められない.第4，
第5の上位花房では，苗令の進んだ70日商で落花が著し
く多く，苗令の若い苗ほどしだいに落花は少なくなり，
40日商で落花は著しく少なく，いずれの花房でも落花率
は10%以下で花房聞にはほとんど差がない(第5図).
2)果実の発育状態酋令の若い40臼苗ではいずれの
花房においても果実の発育が最もよく，各花房とも 1果
平均重で約 20~40 g程度ずつ大きくなっており，収量
も放も多い.第 31~房までは苗令の進んだ苗ほど果実の
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第5図上位花房の落花に対する定植時の商令の影響
(播種期と定植期を変えた場合)
・一一・2月15日播種 (70日首)
0-03月15日播種 (55日商)
十一一+4月15日播種 (40日苗)
発育が慈し収穫果重も少ないが，第4，第5の上位花
房では55日苗で果実の発育が恵、くなって70日商より劣っ
ている(第6図).
3)花の発育状態落花に大差のある第 4，第5花房
の開花時における花の発育状態をみるため， 5:(~開花時
の花取hの太さをみると ，70日商で最も細く，商令の若い
苗ほど太くなっており，定植時の苗令の若い苗ほど開花
時の花の発育がよくなっていることを示している.これ
ら第七第5花房着生部の茎の太さも若苗ほど太くなっ
ており，花取hの太さと同様の傾向を示している(第3表).
4)縞物体の生育状態苗令の若いほど生育はl圧感と
なり， 4013苗では播種後3か月で70日商の播種後4か月
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第6図 上位花房の果実の発育に対する定植時の苗令の
影響 (播種刻と定植期を変えた場合)
・2月15日播種 (70目前)
03月15日播植 (55日商)
一果実重，一一 j収量
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時より生育が優れている.特に茎の太さに差異がみら
れ，定植時に苗令の進んだ苗では高節位になるにつれて
細くなる傾向がみられるのに対し， 40日の若苗では上節
位まで著しく太くなっている(第4表).
第 3表上位花房の 5花開花時の花柄bの太さと花房
着生部の茎の太さに対する定植時の苗令の
影響(播種期と定植期を変えた場合)
第 4 花房 第 5 花房
矯種期花軸径茎 径花軸径茎 径
(mm) (mm) (mm) (mm) 
2月15日 2.43
3月15日 2.57
4月15日 4.76
5.43 
6.00 
13.33 
2.48 
2.56 
4.74 
5.48 
6.33 
11.13 
(2)掻穫期を変えあことによって苗令を変えた場合
1) 落花状態第 1~3 花Eぎではいずれの区でも i制ど
は10%以下と少なく，定機時の商令による差はほとんど
認められないが，第4，第5の上位花房では定4iu時の商
令によって落花に大差を生じている(第7図).a Jj4日
播種の75日商では第3花房から落花が若干多くなり，第
4，第5花房と落花が漸次多くなっており 3刀19Ht蓄
積の60日高では第4花房までは落花は少ないが，第5花
房で27%と多くなっている. 4月3日播種の4511Wiて・は
第 4，第5花房でも下位花房と同様に落花は著しく少な
く10%以下であるが，荷令の若い4月18日播種の30日商
では落花が著しく多く，特に第5花房で50%と多くなっ
ている.つまり， 45日商で落花が最も少なしこれより
商令の若い区でも進んだ区でも落花が多くなっている.
第4表 植物体の生育に対する定植特の首令の影響(播種期と定植期を変えた場合)
草丈 花房着生部の茎径 (cm)
播種期調査日 展開薬数
(α.n) 第 1花房 第2花房第3花房 第4花房第5花房
5月16日 58.5 
2月15日
6月15日 98.3 
20.0 
29.3 
6月15日 96.9 
3月15日
7月19日 163.7 
24.2 
36.6 
4月15日 7月19日 150.7 31.2 
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花
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第7図 上位花房の落花に対する定植時の苗令の影響
(播種期を変えた場合)
@一一・3月4日播種 (75日苗)
0-03月19目指種 (60日商)
.6- -.6.4月3日播種 (45日商)
+一一+4月18日播種 (30日前)
1.22 
1.09 
1.22 
1.81 
126 
0.59 0.35 
1.06 0.93 0.86 0.76 
0.93 0.80 0.79 0.57 
1.07 1.05 0.98 0.86 
1.80 1.63 1.40 1.30 
2)果実の発育状態酋令の若い30日及び45日前で果
実の発育が最もよく，各花房とも 1果平均重 250g前後
と大きくなっており，収最も各花房とも ~.2~1A I(gと
多くなっているが，30日の若苗では第七第5花房で'/&
花が多いため収量が少なくなっている.これより前令の
進行につれて果実の発育は惑くなり，特に75日商では各
花房とも 1果平均重 150g前後で最も小さく，収日;も著
しく少なくなっている(第8，9図).
3)花の発育状態落花に差のみられた第七郷5:tE 
房上の各花の発育状態をみると， 4月16日播種の消令の
最も若い苗で花の各務官の発育が最もよく ，著しく大き
な花となり，首令の進むほど花の各務官の発育は忠く，
小さな花となっている.花の発育の良好な場合には花軸
が太しその花房着生部の茎も太くなっている(第5表).
4)植物体の生育状態播種期の遅い若苗定植|烹ほど
定植後の生育は旺盛となり， 4月16日播種の30日前では
初期から生育が著しく旺盛となり， 茎が太く，業が大き
く，強剛な生育を示し，過繁茂状態を曇している.これ
トマトの上位花房の開花・結実一一斎藤 127 
第8図
350 
300 
250 
果
実 200
重
E 
150 
100 
50 
。
2 3 4 5 6 
花房
上位花房の果実の発育に対する定植時の酋令の
影響 (播種期を変えた場合)・--・3月4日播種 (75日苗)
0--03月19日矯種 (60日商)
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第9図 上位花房の収量に対する定植持の苗令の影響
(播種期を変えた場合)
@一一.3月4日播寝室 (75日苗)
0一一03月19日播種 (60日商)
A一一企4月3日播種 (45日商)
十一一+4月18日揺種 (30日萄)
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第5表上位花房の5花開花時の花i詰bの太さと花房
着生部の茎の太さに対する定植時の商令の
影響 (播種期を変えた場合)
第4花房 第5花房 第6花房
播種期 花軸径茎径花輪径 茎 径花軸径 茎径
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) 
3月4日 2.34 4.98 2.40 6.80 3.04 7.50 
3月19日 3.26 8.73 2.95 7.98 3.34 8.48 
4月3日 4.34 13.66 4.58 11.62 3.93 8.63 
4月18日 5.86 16.00 4.71 11.62 3.70 9.50 
に対し 3月5日播種の72日苗では定植後の生育の進行
が遅く ，茎も細くなっている.
(3)定植期を変え{)ことによって苗令を変えた場合
1) 落花状態第 1~3花房ではいずれの区でも落花
は少なし商令による差はほとんど認められない.第4，
第5の上位花房では5月18日定植の45日商で下位花房と
同様に落花は少なく， 5月28日定植の55日苗でも45日商
より落花は若干多いが比較的少ない.定植期の遅い苗令
の進んだ65日商で落花が増加して最も多く，また5月8
日定植の35日の若酋でも65日商ほどではないが落花が多
くなっている(第10図).
2)果実の発育状態 定植の早い若苗区で果実の発育
が最もよく，各花房とも 1 果平均重 250~300 gと大き
し収量も多い.定植期の遅れゐにつれて果実の発育は
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第10図 上位花房の落花に対する定植時の苗令の影響
(定植期を変えた場合)
@一一.5月8日定植 (35日商)
0一一05月18日定植 (45日商)• 
. --...5月28日定植 (55目前)
十一一+6月71=1定植 (65日苗)
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第11図 上位花房の果実の発育に対する定t臨時の酋令の
影響(定植WJを変えた場合)
・一・5月8日定摘 (35日商)
0一一 05月18日定植 (45日商)
.6.--.6.5月28日定植 (55臼商)
+一一+6月7日定櫛 (65日前)
劣る傾向を示し 5月28日定植の55日商で各花房の 1果
平均重 220~250g となり，定植の最も遅い 6 月 7 日定
椋の65日商では巣突の発育が著しく劣り，特に上位花房
で 1 果平均重 130~140 gと小さく， )収量も著しく少な
くなっている(第11，12図).
3)花の発育状態 落花に差のみられた第4，第5花
房上の各花の発育状態をみると 5月2日定植の若苗で
花の各器官の発育は最もよく花重はもちろん，がく
片，約，子房など最も大きな花となり，定植Wlの遅れる
につれて花の各務官の発育は劣り，小さな花となってい
る.花の発育の良好な花房では1凶hが太く，花房着生部
の茎も太くなっている(第6表).
4)横物体の生育状態若菌定植区ほど生育は旺盛と
なり， 35日商では過繁茂状態を長しており，ー方65日商
ではやや弱勢な生育状態を示している.
3.上位花房の開花・結実の品程間差異
(1) ，福寿2号り'ひかリ'， eサンマーピンク'を用いた
場合
1)落花状態 いずれの品種でも第 1~3花房では落
花が少なく，品種による差はみられないが，第4，第5
の上位花房では品種によって大きな差がみられる福寿
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上位花房の収量に対する定植時の荷令の影縛
(定植期を変えた場合)・--.5月8日定植 (35日商)
0一05月18日定植 (45日首)
晶一-.6.5月28日定植 (55日商)
十一一+6月7日定植 (65日商)
第 6表上位花房の 51~開花時の花刺lの太さと花房
着生部の茎の太さに対する定捕時の荷令の
影響(定植期を変えた場合)
第 4花房第51~房第61~l号
定植j開花軸径裟径花軸径茎径花軸径茎筏
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) 
5月8日 5.47 13.93 5.07 11.47 4.54 10.14 
5月18日 4.34 13.66 4.58 11.62 3.93 8.63 
5月28日 3.48 10.82 3.43 10.51 3.17 9.27 
6月7日 2.64 7.72 2.95 9.27 2.53 7.27 
2号'では落花が著しく多くひかり)， '1-γマーピγ
グ'では下位花房に比べてはある程度多くなっているが，
それでも10%以下の落花率で福寿2号'より著しく少
ない(第13図).
2)果実の発育状態 いずれの果房においても果実の
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第13図上位花房の落花状態の品種間差異
@一一@福寿2号
0一一一Oひかり
+一一一+サγマーピンク
発Yfは'サンマーピンク'で最もよくひかり'でこれよ
りわずかに劣り福寿2号'ではこれら 2品種に比べて
かなり劣っている(第14図).
3)花の発育状態 落花に差のみられる第4，第5花
房の防花特における花の発育状態をみるため 5花開花
l時の花軸の太さをみると福寿2号'では細くひかり
Vンマーピンク'で太い.これらの花房着生部の茎の太
さも同様の傾向を示している (第7表).
4)縞物体の生育状態 '福寿2号'では他の 2品種に
比べて生育は劣り，茎の太さも上部でしだいに細くなっ
ている'ひかりら'サンマ ‘ーピソク'では茎の太さは基
部から上部までほぼ同程度で，旺盛な生育を示している
(第8表).
(2) ，福寿2号ひかり王様福寿ハウスほまれ'
を用いた場合
1)落花状態 いす.れの品種でも第2花Eぎからすでに
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第14図 上位花房の果実の発育状態の品種間差異
-福寿2号，0ひかり，+サンマーピソク
---果実主主，一一収量
第7表上位花房の 5花開花時の花軸の太さと花房
着生部lの主の太さの品種間差異
第3花房 第4花房 第5花房
口口口
種 花(m柄mil径)茎(mm径)花(m制ml径)茎(mm径)花(m車m1径);茎(mm径) 
福寿2号 2.38 4.82 2.57 6.00 2.56 6.33 
ひかり 3.50 8.60 3.93 10.46 3.49 8.75 
サγマー 3.47 8.90 3.81 10.30 3.66 8.70 ピン ク
わす.かながら落花が認められ，上位花房になるにつれて
務花は増加し，第 3 花房で20~30%，第 4 花房で 30~
40%の洛花率を示し王様福寿'を除いて第4花房あた
第8表 植物体の生育状態の品種開差異
調査日
草丈展開 花房着生部の茎径 (cm)
(cm) 業 数第1花房第2花房第3花房第4花房第5花房
品 種
福 寿 2 号 96.8 24.2 1.09 0.93 0.80 0.79 0.57 
6月15日 ひ カミ り 99.7 23.0 1.22 1.14 1.17 1.10 0.46 
サソマーピンク 102.5 22.6 1.22 1.20 1.21 1.07 0.41 
福寿 2 号 163.7 36.6 1.22 1.07 1.05 0.96 0.84 
7月19日 ひ か り 173.4 35.5 1.42 1.37 1.40 1.40 1.22 
サソマーピγp 186.1 35.1 1.40 1.46 1.45 1.42 1.29 
129 
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りで務花率は最大となり，それより上位花房では再び少
なくなっている.第 1~4 花房では品種による明確な差
は認められないが王様福寿'では第5，第6の上位花
房まで落花は多く，他の品種に比べて異なっている(第
15図).
2)果実の発育状態 いずれの花房においても果実の
発育はe王様福寿'で最もよく，特に第4，第5花房で著
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第15図上位花房の落花状態の品種間差異
・一一・福寿2号
O一一一0ひかり
血--....王様福寿
+一一一十ハウスほまれ
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しく治大し， υ、ウスほまれ'でこれに次ぎひかり'
でさらに劣り福寿2号'で最も劣っている.収穫量に
おいても果重とほぼ同様の傾向を示している(第16凶).
3)花の発育状態 開花時における花の発育状態をみ
るため 5花開花時の花輪の太さをみると福寿2号'
ではいずれの花房でも最も絢lくひかり'， eハウス』まま
れ'ではこれより太く王様福寿'で最も太い.これら花
房着生部の茎の太さも同様の傾向を示している(第9表).
4)植物体の生育状態 '福寿2号'では他の 3品fiJに
比べて草丈は若手劣っているが， 茎の太さにはほとんど
差はみられず，‘王様福寿'では上部で茎が細くなってい
る(第10表).
4.上位花房の開花・結実に対する定植後の栽培環境
条件の影響
1)落花状態岡場に定櫛した場合には，第 1花房で
は落花はみられないが，第2花房からすでに落花がみら
れ，花房の上昇とともに落花が猶加し，第4花房では
30%から40%近くの落花率で最も多く，その上位の花房
ではまた減少している.これに対し，ハウス内に定徹し
た場合には，第3;{t湧までは落花は全くみられず， I開場
に定植した場合に比べて落花は著しく少ないが，第4i'~ 
房で落花がわずかにみられ，花房の上昇とともに務花が
増加し， 第6花房では闘場に定槌した場合よりもむしろ
多くなっている.ハウス内に定植した場合には， 1m場に
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第16図上位花房の果実の発育状態の品種間差異
・一一・福寿2号， 0一一0ひかり
....--....王様福寿，+一一+ハウスほまれ
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トマトの上位花房の開花 ・結実一一斎藤 131 
第9表 上位花房の 5花開花時の:t取bの太さと花房着生部の茎の太さの品種間差異
第 3花房 第 4花房 第 5花房 第 6花房
口c口， 種
16(m軌m径)茎(mm径)花(m軸m)径茎(mm)径花(m刺mi)径 茎(mm)径花(m軸m)径茎(mm)径
福寿 2 号 2.48 4.67 3.12 8.23 3.01 8.28 2.79 8.83 
ひ ヵ、 り 2.64 6.06 3.77 9.96 3.43 10.24 3.50 11.38 
玉様福寿 3.20 7.51 3.42 9.51 3.61 10.24 3.69 11.81 
ハウスほまれ 2.77 7.20 3.30 8.99 3.39 9.85 3.33 10.83 
第10表 植物体の生育状態の品種間差異
ロロ 種
草 丈
(cm 第 1花房
福寿 2 号 97.1 11.0 
ひ か り 104.1 10.7 
王様福寿 105.3 10.9 
ハウスほまれ 108.0 11.2 
50
r
糊 2吟
40 
落
lE 30 
率 20
% 
10 
。
花房着生部の茎径 (mm)
第 2花房第 31~房第 4花房第 5花湧第 6 花房
8.7 9.3 9.3 8.5 
8.7 10.5 9.6 10.1 
9.7 10.9 9.8 8.5 
9.9 10.4 9.3 9.4 
ひかり
40 
30 
20 
10 
。
??????
?
???
23456 23456 
花房 花房
第17図 上位花房の落花に対する定{直後の栽培環境条件の影響
・一一・闘場に定植，0-一一0 ピニ ノーレハウス内に定植
定値した場合に比べて 2花房ぐらい上位にずれたような
形で落花が起こっている(第17図).
2)果実の発育状態 ハウス内に定植した場合には，
l刑場に定摘した場合に比べて果実の発育はよくなり ，第
.1あるいは第5花房ぐらいまでは1果平均重が大きし
しかも落花が少ないので収量は著しく多くなっている.
しかし，第5あるいは第6の上位花房になると，果実の
発育及び収量にほとんど差はみられないかあるいは逆に
ハウス内に定植した場合に若干劣る傾向を示している
(第18図).
3)花の発育状態 落花に差のみられた第3花房以上
の花の発育状態をみるため，各花房の 5花開花時の花刺l
の太さをみると，ハウス内に定植した場合には第3から
第5花湧では国場に定植した場合に比べてかなり太くな
っており，花の発育はよくなっていることを示してい
る.これらの花房蓬生部の茎の太さも太く kっている.
しかし，上位の第6花房ではむしろ闘場に定値した場合
にわずかながら太くなっており，花の発育はよくなる傾
向を示している.
4)植物体の生育状態 ハウス内に定植した場合に定
1直後の生育は著しく旺盛となり，草丈に大差を生じ，茎
も基部から上部まで太くなっている.
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上位花房の果実の発育に対する定植後の栽培環境条件の影響
@閲場に定植， 0ビニーノレハウス内に定植
ーー果実蚤，一一収量
5.上位花房の開花・結実に対する下位花房の着果数
の影響
(1) 1967年の実験
1)落花状態 まず，播種期による差異をみると， 2 
月播種においては，第 1花房から第3花房まではいずれ
の区でも落花は少なく，下位花房の着果数による差はほ
とんどみられない.第4，第5の上位花房では下位花房
の着果数による差が明確に現われ，着巣数の少ない区で
は洛花は著しく少ないが，着果数の多い区で)1頂次落花は
多くなり， 5果区では落花が最も多く，第4花房で50%，
第5花房で35%の落花本を示している.いずれの区でも
第4花湧で特に落花が多くなっている.この下位花房の
50 50 
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20 
。 。
着来数の差によるよ位花房の落花は播種期によって大分
異なり， 3月， 4月と矯種期の遅れるほど上位花房のf喜
花は少なくなっている(第19図).
3月播種においても第3花房まではいずれの区でも溶
花は著しく少なく，第4，第5の上位花房では着来数の
少ない 1，2果区ではほとんど落花はみられないが，清
果数の多い区では2月播種ほどではないが落花が多くな
り， 5 ~長区では第 4 花房で23%，第 5 花房で32%と最も
多い落花率を示している. 3月播種ではいずれの区でも
2月播種の第4花房より上位の第5花房で落花が多くな
っている.
4 月播種においては，いずれの区でも第 1~5 の'*:{~
3月15日播種 50 4月15目指種
40 
30 
20 
10 
。
234 5 234 5 2 3 4 5 
花房 花房 花房
第四図 上位花房の落花に対する下位花房の着泉数の影響 (品種'福寿2号'を用い， tJ番種期を
変えた場合)
・一一05果， 0一一04果， A--...3果，ム一一ム2果，十一一+1果
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第20図 上位花房の落花に対する下位花房の着果数の影響(3品種を用い， 3月15日に播種した場合)
@一一・5果， 0一一04果， A--Ao.3果，ムー -/:;.2果，十一一+1果
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第21図 上位花房の果実の発育に対する下位花房の着果数の影響(品種'福寿2号'を用い 2月15日
に援種した場合)
@一一・5果， 0一一04果， A--.63果，ムー -/:;.2果，十一一+1果
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房とも落花は10%以下と著しく少なく 5泉区の第4，
第 5 花房でも 6~ 7 %の落花率であり，下位花房の着果
数の差による影響は第5房までの落花にはほとんど現わ
れていない.
られず，第 4，第5の上位花房でも10%以下の落花率で
著しく少ない(第20図).
次に，品種による差異をみると福寿2号'では下位
花房の着果数によって上位花房の落花は強い影響をう
け， 第1，第2花房の着果数の多い区ほど上位花房の落
花が多くなっている.これに対しひかり16サンマー
ピンク'では下位花房の着果数による差はほとんどみら
れず，いずれの区でも第3花房まではほとんど落花はみ
133 
2)果実の発育状態 下位花房の着果数を制限するこ
とによって上位花房の果実の発育がよくなり， 1果区で
果実の発育が最もよく，収量も多く，着果数の多い区ほ
ど順次果実の発育は劣り，収量も少なくなっている(第
21図).この傾向はいずれの播種刻においても，またいず
れの品種においても認められるが，矯種期の遅れるほど
果実の発育はよく，また，品種による差としてはいずれ
の処理区でも'福寿2号'で果実の発育が劣っている.し
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かし，着花数による処理聞の差は，播種期の早い区にお
いて，また品種'福寿2号'において明確に現われている
(第22，23図).
3)花の発育状態 落花に差のみられた第 3~5 花房
の花の発育状態をみるため， 5花開花時における花車I1の
太さをみると 1果区で最も太く，着果数の多い区で)1国
次細くなり 5果区で最も紛い.これらの花房着生部の
茎の太さも養果数の多い区ほど細くなっており，花軸の
太さと全く同様の傾向を示している.
花車h及び茎の太さは，いずれの播種期でも着果数の少
ない区ほど太く，播種期の遅れるほど太く 4月播毛Rの
1果区で最も太い(第1表).
? ?
???
??
? ?
??
????
?
福寿2号
240 
140 
120 
100 
ひかり サンマーピンク
of I 
2 3 4 5 l 2 3 4 5 2 3 4 5 
花 房 花 房 1E 房
第22図 上位花房の果実の発育に対する下位花房の着采数の影響ー (3品種を用い， 3月15日に
播積した場合)
-一一・5泉， 0一一04果， A--A.3果，ム一一ム2果，十一一+1来
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第23図 上位花房のj収量に対する下位花房の着果数の影響(3品種を用い 3月15日に橋種した場合)
・一一・5果， 0--04果， A.--A. 3果，ムーー ム2来，十一一+1果
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上位花房の 5花開花時の花柄hの太さと花房着生部の茎の太さに対する下位花房
の着果数の影響(品種 4福寿2号'を用い，播種期を変えた場合)
第11表
房花5 第房花4 第房花3 第
下位花房
の着果数 茎径
(mm) 
花軸筏
(mm) 
茎径
(mm) 
花軸 径
(mm) 
茎径
(mm) 
花輪径
(mm) 
播種期
6.95 
6.56 
6.07 
5.70 
5.48 
3.33 
2.81 
2.67 
2.62 
2.48 
7.52 
6.60 
5.86 
5.54 
5.43 
3.33 
2.82 
2.50 
2.48 
2.43 
?????????
2月15日
11.01 
9.40 
7.25 
7.14 
6.33 
3.95 
3.34 
2.89 
2.81 
2.56 
8.55 
8.77 
7.21 
7.10 
6.00 
3.40 
3.21 
2.99 
2.86 
2.57 
5.99 
5.63 
5.60 
5.60 
4.85 
2.73 
2.54 
2.45 
2.43 
2.38 
?????????????
3月15日
14.77 
14.40 
13.00 
12.60 
11.13 
6.13 
5.65 
5.27 
5.15 
4.74 
15.70 
15.17 
14.10 
14.11 
13.33 
5.87 
5.47 
4.95 
4.91 
4.76 
14.47 
14.13 
14.30 
14.33 
13.21 
5.17 
5.13 
5.35 
5.18 
5.20 
????????
?
?
、?
???。
4月15日
上位花房の 5花開花時の花取hの太さと花漂着生部の茎の太さに対する下位花房
の着果数の影響 (3品種を用い 3月15日に播種した場合)
第12表
5花房第花房4 第花房3 第
下位花房
の着果数 茎径
(mm) 
花刺l径
(mm) 
茎径
(mm) 
花軸径
(mm) 
茎径
(mm) 
花利l径
(mm) 
種品
11.01 
9.40 
7.25 
7.14 
6.33 
3.95 
3.34 
2.89 
2.81 
2.56 
8.55 
8.77 
7.21 
7.10 
6.00 
3.40 
3.21 
2.99 
2.86 
2.57 
5.99 
5.63 
5.60 
5.60 
4.85 
2.73 
2.54 
2.45 
2.43 
2.38 
??????ー ?
?
??
?
??
号2 寿f高
11.07 
10.77 
9.26 
9.24 
8.75 
4.11 
3.90 
3.51 
3.51 
3.49 
12.60 
11.51 
11.14 
10.99 
10.46 
4.94 
4.35 
4.08 
4.08 
3.93 
9.12 
8.95 
9.28 
9.06 
8.60 
4.01 
3.71 
3.68 
3.79 
3.50 
?????? ?
?， ? ?
????りカミひ
12.83 
11.75 
10.13 
9.70 
8.70 
4.83 
4.16 
3.74 
3.74 
3.66 
12.54 
12.11 
11.21 
10.78 
10.30 
4.73 
4.40 
4.06 
4.01 
3.81 
10.40 
9.96 
9.39 
9.30 
8.90 
4.28 
3.85 
3.50 
3.58 
3.47 
??????
。 ，
??
???
サ γマーピンク
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第 1号
数の多い区ほど草丈は低く，茎も細く，特に上部で組lく，
先細りとなり，若果数による差が大きく現われている.
これに対しひかり
がよく，茎の太さも基部から上部まで平均した太さにな
つており，着果数による差が小さい(第14表).
(2) 1968年の実験
1)落花状態 ハウス内に定植した場合には，各15Mfi
とも第 1~3 花房ではいずれの着果区でも落花は全く み
られず，下位花房の着果数による差は全くみられない.
第4以上の上位花房ではs下位花房の着果数による差が
明確に現われている.着果数の少ない0，1果区では落
花が著しく少なく，第5あるいは第6花房からわずかに
落花が認められる程度である. 3果， 5果と着果数の多
い区ほどl順次滋花は多くなり，特に上位花房ほど落7Eは
多くなる傾向を示し，5果区の第5あるいは第6花房で
30%前後の落花率で最も多くなっている(第24図).
岡場に定植した場合には，ハウス内に定植した場合に
比べていずれの品種のいずれの着果区でも全般に落花は
山形大学紀要(農学)第10巻
次に，花輪の太さの品種による差異をみると，いずれ
の区でも'福寿2号'で細く，着果数の多い区で一層細く
なりひかりら'サンマーピン{I'ではいずれの区でも
太く，着果数による差も少なく，着果数の多い区でも比
較的太くなっている(第12表).
4)植物体の生育状態 下位花房の着果数によって生
育は著しく異なり，着果数の少ない区で生育は旺盛とな
り，着果数の多い区ほど1慎次生育は劣っている.各花房
着生部の茎の太さも 1果区で最も太く ，基部から上部ま
で平均した太さを示しているのに対し，着果数の多い区
ほど次第に細くなるとともに，上位花房部でより細くな
り，先細りとなっている.
揺種刻の遅れるほど生育は妊盛となるとともに，表果
数による差は少なくなり 4月提言種では生育は著しく旺
盛で，各着果区の差はごくわずかであり，いずれの区で
も茎は太く，基部から上部まで比較的平均して上下の差
が少なくなっている(第13表).
生育の品種による差異をみると福寿2号'では着果
136 
植物体の生育に対する下位花房の着果数の影響(品種‘縞寿2号'を用い，矯種期
~変えた場合)
第13表
花房着生部の茎径 (crn)
展開薬数
第1花房第2花房第3花房第4花房第5花房
草丈
(crn) 
下位花房
の着果数
調査日播種期
1.10 
0.93 
0.82 
0.78 
0.74 
1.24 
0.96 
0.92 
0.85 
0.80 
1.22 
1.03 
0.95 
0.93 
0.93 
1.23 
1.10 
1.10 
1.07 
1.06 
1.32 
.1.25 
1.29 
1・22
1.22 
30.6 
29.5 
29.5 
27.8 
29.3 
132.8 
117.7 
106.5 
99.3 
98.3 
??????????
6月15日2月15日
1.12 
0.91 
0.67 
0.62 
0.57 
1.26 
1.08 
0.88 
0.84 
0.79 
1.28 
1.10 
0.89 
0.88 
0.80 
1.24 
1.12 
0.96 
0.93 
0.93 
1.34 
1.25 
1.14 
1.13 
1.09 
26.7 
25.9 
24.5 
24.5 
24.2 
116.9 
107.3 
101.0 
101.6 
96.9 
????????????
6月15日
1.46 
1.32 
1.11 
0.95 
0.86 
1.56 
1.46 
1.14 
1.06 
0.98 
1.58 
1.47 
1.16 
1.17 
1.05 
1.52 
1.46 
1.25 
1.22 
1.07 
1.50 
1.45 
1.33 
1.31 
1.22 
39.1 
38.0 
37.1 
37.4 
36.6 
199.1 
189.1 
180.7 
176.4 
163.7 
????????
? 。
????7月9日
3月15日
1.48 
1.47 
1.44 
1.34 
1.26 
1.60 
1.73 
1.53 
1.57 
1.50 
1.78 
1.79 
1.67 
1.66 
1.63 
1.89 
1.86 
1.78 
1.82 
1.77 
1.88 
1.85 
1.86 
1.86 
1.82 
31.5 
31.2 
31.3 
31.5 
31.2 
162.6 
164.6 
155.4 
158.3 
150.7 
????????
?
??
?
7月9日4月15日
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植物体の生育に対する下位花房の着果数の影響(3品種を用い， 3月15日に播
種した場合)
第14表
花 房 着生部の茎径 (cm)開
業
展
数
草丈
(cm) 
下位花房
の着果数
種
第 5花房
1.46 
1.32 
1.11 
0.95 
0.86 
第4花房
1.56 
1.46 
1.14 
1.06 
0.98 
第3花房
1.58 
1.47 
1.16 
1.17 
1.05 
第 2花房
1.52 
1.46 
1.25 
1.22 
1.07 
第 1花房
1.50 
1.45 
1.33 
1.31 
1.22 
39.1 
38.0 
37.1 
37.4 
36.6 
199.1 
189.1 
180.7 
176.4 
163.7 
???????????
号2 寿
品
干高
1.45 
1.44 
1.33 
1.27 
1.22 
1.63 
1.46 
1.35 
1.35 
1.40 
1.57 
1.50 
1.41 
1.50 
1.40 
1.53 
1.43 
1.42 
1.48 
1.41 
1.47 
1.46 
1.42 
1.46 
1.42 
36.1 
36.5 
34.1 
35.0 
35.5 
184.1 
180.4 
174.0 
176.1 
173.4 
???????
。 ，
?
????りカミひ
1.67 
1.60 
1.44 
1.42 
1.29 
1.82 
1.60 
1.49 
1.45 
1.42 
1.73 
1.69 
1.58 
1.52 
1.45 
1.58 
1.52 
1.46 
1.54 
1.46 
1.50 
1.50 
1.46 
1.44 
1.40 
36.0 
36.2 
35.6 
35.1 
35.1 
192.6 
191.7 
186.5 
186.8 
186.1 
???????????
? ?
サ γマーピγp
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上位花房の落花に対する下位花房の着花数の影響 (4品種を用い，定植後の条件を
変えた場合)
上:ビュールハウス内に定植，下:圃場に定植・-5果， 0--03果， A--A1果， +一一+0果
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多くなっている.5果区では第2花房からすでにわずか
ながら洛花が認められ，上位花房になるにつれて落花は
増加し，第 4~5花房で最も多くなり，それよりよ位花
房になると減少している.下位花房の着果数の少ない区
ほど順次落花は少なくなり .0及び1泉区では第3花房
ぐらいまでは洛花はほとんどみられず，それより上位花
房で落花がみられ， 0， 1及び3泉区では上位花房ほど
落花が多く ，第6花房では5果区よりもむしろ落花が多
くなる傾向を示している.
福寿2号
300 
280 
260 
果240
220 
実
200 
重180
~160 
E 
~ 140 
120 。
1 2 3 4 5 6 
王様福寿
t， 
g 180 
140 。
2 3 4 5 6 
花 房
200 
200 
180 
160 
140 。
2)果実の発育状態 下位花房の着果数を制限するこ
とによって果実の発育がよくなり ， 第 4~5 花房ぐらい
までは着果数の少ない区ほど l果平均重は大きく なる傾
向を示しており，しかも，着果数の少ない区では，上位
花房で務花が少なくなっていることから，収量が多くな
っている.しかし，第 5~6 の上位花房では着果数の少
ない区ほど果実の発育がよくなるとは限らない場合もあ
れ収量も多くならない場合もあり，この傾向はI関場よ
りハウス内に定植した場合に，品種と しては'福寿2号'
ひかり でヤ』
12∞ 
1∞ 
1000 
900 
800 ~J( 
700量
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g 
500~ 
t '100 
3 4 5 6 
ハウスlままれ
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1100 
10∞ 
900 
800収
600~ 
g 
5oo~ 
400 
3∞ 
200 
100 
1 2 3 4 5 6 
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第25図 上位花房の果実の発育に対する下位花房の着果数の影響(ビニールハウス内に定植した場合)
05果， 03果，. 1果，十 0泉，ー ー果実重，一一j収量
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第26図 上位花房の果実の発育に対する下位花房の着果数の影響(闘場に定植した場合)
.5果， 03果， A 1果， + 0果，一ー果実重，一一収量
において認められる(第25，26図).
3)花の発育状態落花に差のみられた第3花房以上
の花の発育状態をみるため， 5花開花時の花軸の太さと
その花房着生部の茎の太さをみると，着果数の少ないO
*区で花軸及び茎の太さはともに最も太く ，着果数の多
い区ほど順次細くなっている.
花軸及び茎の太さは，ハウス内に定摘した場合には，
fl3花房までは各着果区とも比較的太く，着果数による
差は小さいが，上位花房になるにつれて着果数による差
が大きくなり，着果数の多い区では上位花房になるにつ
れてしだいに締くなっているのに対し，着果数の少ない
139 
区では上位花房でむしろ太くなっている.園場に定植し
た場合には，ハウス内に定植した場合に比べて全般に細
く，第3花房から着果数による差が認められ，着果数の
多い区では下位花房で特に細く，上位花房で多少太くな
っており，上位花房でむしろ着果数による差が少なくな
っている.
次に，花i/iIlJ及び茎の太さの品種による差異をみると，
いずれの着泉区でも'福寿2号'で細く，とくにハウス内
に定植した場合の着果数の多い区の上位花房で一層細く
なっている王様福寿'ではいずれの着果区でも太い
が，着果数の少ない区で特に太く，着果数による差が大
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第15表 上位花房の5花開花時の花軸の太さと花房着生部の茎の太さに対する下位花房
の着果数の影響
定植後の
栽培環境条件
第 3花房 第 4花房 第 5花房 第 6花房
下位花房
品種の着果数花軸径茎径花軸径茎径花輪径茎径花軸径茎径
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) 
ビニー ノレハウス
内 定 植
????
?
??????????
?
????
??
?
??
?
??
?
??
??????
4.40 11.84 
4.30 10.75 
4.18 10.48 
4.15 11.32 
5.55 15.85 5.08 15.90 4.18 13.82 
4.14 13.06 4.05 13.13 3.34 11.64 
3.60 12.18 3.35 11.02 3.26 10.28 
3.20 10.70 2.68 8.08 2.75 7.18 
?
????
? ???
•••• 
? ??? ?
? ?
??
???
?????? ?
??
?
?
? 。 ? 。
??
??
??
?
?
?， ? ?
? ?
? ，
?
?
??
?
? ?
??
??
?
? ，
??
?
?
???
? ?
? ?
?
? ?
?
?
?
? ???? ?
?????
?
??
??
??
???
?
?? ? ? ? ? ??
??
?
?
? ?? ?
.••• 
???????
????
•••• ?
???
?
?
，???
??
?
5.96 16.86 7.00 18.50 6.14 17.34 
5.22 15.00 5.82 16.36 4.58 14.76 
4.42 14.20 4.36 13.16 3.92 11.40 
4.08 11.90 3.66 11.24 3.50 10.08 
5.6 16.06 
4.82 14.14 
3.84 10.54 
3.35 10.08 
??
??
?
?
?
?
?
•••• 
? ??
??
? ? ?
??
?
????
?
?
•••• 
?
??
???
。?
???
? ?
????
?
? ? ???? ?
??
，?
??
????
》??
?
「?
??
?
?????? ?
•••• 
???????
?，?
????
?
??
?
?
? ?
??
? 。
?
??
? ?????
? ?
????
??
，?
•
•
•• 
? ? ?
??
??
??
??
? ? ? ?
? ?
???
?
? ?
??? ?
?
? ??
国場定植
福寿2号
ひかり
王様福寿
??????????
?
??????????
??
?
??
??????
福寿2号
ひかり
王様福寿
3.08 8.02 
3.06 7.82 
2.50 5.16 
2.48 4.67 
3.15 8.20 
2.94 8.06 
2.70 6.82 
2.64 6.06 
4.42 1.74 
4.32 10.86 
3.44 8.78 
3.20 7.51 
4.30 11.13 
3.92 11.04 
3.33 9.28 
3.12 8.23 
4.70 13.30 
4.60 13.03 
3.80 10.68 
3.77 9.96 
5.14 13.34 
4.74 12.50 
3.82 10.14 
3.42 9.51 
4.18 12.28 
3.77 11.38 
3.58 9.40 
3.01 8.28 
5.10 14.27 
4.75 14.34 
3.48 1.03 
3.43 10.24 
5.18 14.74 
4.88 13.68 
3.74 10.80 
3.61 10.24 
3.80 11.97 
3.68 11.68 
3.50 9.70 
2.79 8.83 
4.35 15.30 
4.35 15.50 
3.80 12.57 
3.50 11.38 
4.76 15.30 
4.62 14.54 
3.80 11.52 
3.69 11.81 
3.62 9.56 4.73 13.38 5.18 14.50 4.20 14.84 
3.40 9.44 3.68 11.00 3.70 11.14 3.75 11.98 
2.81 7.67 3.43 10.36 3.54 10.76 3.60 11.68 
2.77 7.20 3.30 8.99 3.39 9.85 3.33 10.83 
きくなっている(第15表).
4)植物体の生育状態 着果数の少ない区で生育が旺
盛で，茎も太く，基部から上部まで太くなっているのに
対し，着果数の多い区でl順次生育が劣り，茎も上位にな
るにつれてしだいに細くなり，先細りとなっている.
圏場に定植した場合には，ハウス内に定植した場合に
比べて生育は著しく劣り，茎も細く，特に着果数の多い
区で茎の先細りが強く現われている.
品種による差異をみると，草丈の伸長には品種聞の差
はあまりみられず，茎の太さも掴場に定植した場合には
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第16表 植物体の生育に対する下位花房の着果数の影響i
花 房着生部の茎径 (mm)
下位花房草丈展開
品種の着果数 (cm) 業数第 1 第 2 第 3 第 4 第 5 第 6
花 房 花房花房花房花房花 房
ピニールハウ:A
内 定
圃場定植
福寿2号
????????
184.3 44.5 
180.4 42.6 
176.5 40.5 
161.2 40.6 
13.9 
13.1 
12.9 
12.7 
15.0 16.3 17.3 
13.1 14.0 14.6 
12.1 12.4 11.7 
12.3 12.9 11.6 
16.1 
13.0 
10.8 
9.3 
1.38 
11.9 
8.9 
9.5 
ひかり
?， ?
?? ?
??
??
•••• 
?
????
? ，
??
?? ? ?
??????
??
???
? ，
?
??
?
，???
?
??
••.. ? ??
??
? ?
??
?
?
ヮ ，
?
???
•••
• 
?
??
???
? ?
??
??
??
????
•••• 
? ?? ?
??
?
?????
?
?
? ?
。 ，
?
??
?
?
，
??
? ? ?
???
?
?
? ??? ?? ?
????
.••. 
????
? 。
? ???
? ?
??
???????
植
王様福寿
????????
188.7 39.8 14.7 17.5 20.5 19.9 
187.1 39.4 13.8 15.1 16.7 16.5 
175.3 38.8 13.3 13.7 15.5 13.9 
168.4 39.8 14.2 13.1 13.7 12.4 
18.8 
16.2 
12.6 
10.3 
16.2 
15.5 
11.1 
9.。
116.4 25.2 
116.8 26.2 
112.5 25.6 
105.3 25.5 
126.3 27.8 
116.3 26.8 
108.7 26.7 
108.0 26.8 
0果 190.5 41.0 14.8 18.5 19.0 18.4 18.0 
1果 190.6 40.2 14.4 15日o 16.7 15.5 15.0 
3果 184.0 40.2 14.6 14.3 14.7 13.4 12.8 
5果 172.8 39.9 14.3 14.5 14.9 13.1 11.6 
0果 114.9 28.5 12.6 11.7 15.5 14.4 14.0 
1果 114.9 28.2 11.8 10.9 12.8 12.0 12.2 
3果 11.3 27.5 11.3 9.7 10.8 9.6 9.0 
5果 97.1 27.1 11.0 8.7 9.3 9.3 8.5 
O果 113.6 27.2 12.4 11.4 13.8 14.2 13.4 
1果 112.5 26.4 11.3 10.4 12.7 12.1 12.4 
3果 105.2 26.4 11.5 9.9 10.6 10.3 10.3 
5果 104.1 26.1 10.7 8.7 10.5 9.6 10.1 
ハウス
??????????
????
?
?
?????
いずれの品種でも着果数の多い区で先細りとなってい
て，品種間の差異はほとんど認められないが，ハウス内
に定植した場合には'福寿2号'では着果数による差が大
きく，着果数の多い区ほど先細りとなっている(第16表).
ほまれ
福寿2号
ひかり
17.9 
14.7 
12.9 
11.9 
10.2 
8.3 
6.7 
6.3 
7.6 
6.2 
6.3 
5.3 
王様福寿
ハウス
tままれ
11.4 13.4 14.8 15.3 
11.1 11.9 13.2 13.4 
11.2 10.6 11.5 10.1 
10.9 9.7 10.9 9.8 
12.4 12.5 15.0 14.2 
11.3 10.9 12.2 11.3 
11.2 9.9 10.0 9.9 
11.2 9.9 10.4 9.3 
11.7 
12.4 
9.6 
8.5 
6.8 
6.0 
4.6 
3.9 
14.5 
11.1 
10.4 
9.4 
10.5 
7.1 
6.0 
6.6 
6.上位花房の開花・結実に対す:@下位花房のホル毛
ン剤処理時期の影響
1)落花状態 第 1，第2花房において 3花開花時に
ホルモ γ剤を処湿した場合，それらの第 1，第2花房で
は落花が多く， 20~23%の落花率を示し，第 3 花房では
落花は著しく少なし第4，第5花房で再び多くなって
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いる.第1，第2花房において5花開花時あるいは5花
開花3日後にホノレモン剤を処理した場合には，それら第
1，第2花房で落花は著しく少なしさらに第3花房で
も落花は少ないが，第4，第5の上位花房では落花が多
くなり，特に5花開花直後に処理した場合に著しく多
く， 40~50%の落花率を示し 3 日後処理区では第 4 ，
第5花房でもそれほど溶花は多くならず，第 1から第5
までのいずれの花房でも落花が少なくなっている.参考
までに，第1，第2花房において 1花開花毎にホノレモ γ
剤を処理した場合には，それらの花房では落花が著しく
多く，特に第 2 花房では40~50%の落花率を示し，第 3
花房では落花は減少し，第七第5と上位花房になると
さらに少なくなっている(第27図).
下位花房におけるホノレモン剤の処理時期による落花状
態は矯種期によっても異なり 3月， 4月と播種期の遅
れるに伴って落花は少なくなっている. 3月播種の場
合，第1花房ではいずれの区でも落花はほとんどみられ
ないが，第2花房では2月播重量の場合と同様に5花開花
時処理区で落花は著しく少なく 3花開花時 1花開花
毎処理区と多く，第3花房ではいずれの区でも落花は著
しく少なくなっている.第4，第5の上位花房では第2
花房とは全く逆の傾向となり 2月播種の場合と同様に
下位花房で落花の少ない5花開花時処理区で落花が著し
く多く 3花開花時処理区でこれより落花が少なく 1
花開花毎処理区でさらに少なくなっている. 4月播種の
場合には下位花房におけるホルモシ剤の処理時期によっ
てそれら処理花房の落花はほとんど影響されないととも
に，上位花房の落花も全く影響をうけず，いずれの処理
区のいずれの花房でも落花は少なく， 10%以下の務7t~
となっている.
2)果実の発育状態 2月播種期のものについてみる
と， 3 花開花時にホルモン~Jを処理した場合 ， tt11 ，~官
2花房では第1果はよく肥大するが，第2，第3果とし
だいに小さくなり，第 1，第2花房の平均果重は小さ
ししかもある程度洛花が多いため担果量が少なく ，上
位花房では果実の発育がよくなり 5花開花時処理区よ
り着采数も多く，収量が多くなっている. 5花1m花時に
ホノレモン剤を処理した場合には，第 1，第2花房の果実
の発育が最もよく，平均果重が大きく，落花も少ないた
め担巣量が最も多くなり，第4，第5の上位1tbjでも下
位花房と同程度に果実は発育しているが，落花が多いた
め収量は少なくなっている.5花開花3日後処理区で
は，第 1，第2花房の各5果はほぼ同程度の大きさに発
育してよく揃い， 5花開花直後処理区よりある程度発育
が劣り，その担呆量は少なくなっており，上位;{EbJでは
逆に果実の発育がよく，しかも落花が少ないためJ収盤が
多くなっている.1花開花毎にホルモン剤を処理した場
合には 3花開花時処理区と同様の傾向を示している
が，第1，第2花房では開花l順位による果実発育の差が
さらに大きし第3，第4果では著しく小さく， 3花開
花時処理区よりも平均果重はさらに小さく，しかも浴7E
が多いため担采量が著しく少なく，上位花房では'*突の
発育がよくなり，着果数も多く，収量が多くなっている
(第28，29図).
3) 花の発育状態第 3~5花房の花の発育状態をみ
るため， 5花開花時における花取bとその花房着生部の茎
2月15日播積
人 50 
3月15日播種 4月15日綴種50占
八 40 
花 30V¥/
率 201-..-六介¥20
v 1:t~J弘71:
2 3 4 5 
花 房
1 2 3 
花 房
4 5 
10 
。
345 
房
第27図 上位花房の落花に対する下位花房のホルモ γ剤処理時期の影響
0一一03花開花時，・一一85花開花時
A一-.A.5花開花3日後，+一一+1花開花毎
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第28図 ホノレモ γ弗jの処理時期を変えた場合の同ー花房上の開花順位別の果実の発育状態(2月15日
に播種した場合)
0一一03花開花時@一一・5花開花時， A一一A5花開花3日後，十一一 +1花開花毎
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第29図 上位花房の果実の発育に対する下位花房のホノレモン剤処理時期の影響 (2月15日に播種した
場合)
0一一03花開花時，0-・5花開花時，. --....5花開花3日後，十一一+1花開花毎
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の太さをみると， 2月播種のものにおいては， 5花開花
時処理区で花軸及び茎の太さはともに最も細く， 3花開
花時処理区ではこれよりわずかに太く， 5花開花3日後
処理区及び 1花開花毎処理区で最も太くなっている.花
戦及び茎の太さは播種期の遅れるにつれて太くなるとと
もに，処理問の差が少なくなり， 4月播種では各区とも
間程度に太くなっている(第17表).
4)植物体の生育状態 2月揺種のものについてみる
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第17表 上位花房の 5花開花時の花軸径と花房着生部の茎の太さに対する下位花房のホ
ルモン剤処理時期の影響
j香種期
下位花房の
ホノレモン剤
の処理時期
3花開花時
5花開花時
5花開花3日後
1花開花毎
3花開花時
3月15日 5花開花時
1花開花毎
3花開花時
4月15日 5花開花時
1花開花毎
2月15日
第 3 花房 第 4 花房 第 5 1E房
1E軸径茎径花輪径 茎 径花軸径茎径
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) 
4.94 
5.10 
5.0。
14.16 
13.05 
13.38 
2.67 
2.43 
3.07 
2.81 
2.55 
2.57 
2.50 
4.76 
4.76 
4.86 
6.06 
5.43 
7.37 
7.19 
6.23 
6.00 
6.13 
13.94 
13.33 
13.13 
2.61 
2.48 
2.93 
3.18 
2.66 
2.56 
2.75 
4.90 
4.74 
4.70 
5.57 
5.48 
6.07 
7.45 
6.85 
6.33 
6.91 
11.74 
11.13 
11.48 
第18表 植物体の生育に対する下位花房のホルモン弗j処理時期の影響
持百種期 調査日
5月16日
2月15日
6月15日
6月15日
3月15日
下位花房の
ホノレモ γ jー
の処理時期
3花開花時
5花開花時
5花開花3日後
1花 開花毎
3花開花時
5花開花時
5花開花3日後
1花開花 毎
3花開花時
5花開花時
1 :te開花毎
草丈展開 花房着生部の茎径(cm)
(cm) 業数第qe房第2花房第3花房第4花房第5花房
61.2 19.7 
58.5 20.0 
62.7 19.8 
54.1 17.9 
106.7 
98.3 
116.8 
104.4 
95.3 
96.9 
88.7 
28.9 
29.3 
29.6 
28.5 
24;1 
24.2 
23.9 
1.28 
1.22 
1.28 
1.20 
l.l0 
1.09 
1.08 
1.07 
1.06 
l.l8 
1.0。
0.90 
0.93 
0.90 
0.64 0.34 
0.59 0.35 
0.76 0.39 
0.41 0.20 
0.97 
0.93 
l.l5 
0.98 
0.79 
0.80 
0.72 
0.80 
0.74 
0.86 
1.01 
0.54 
0.57 
0.41 
0.88 
0.80 
1.01 
1.01 
0.79 
0.79 
0.71 
??
???
??
??
?， ? 。 ， ? 。 ， ? ? 。 。 。 。
?
?
?
?
?
??
??
???
?
????
?
??
??
?????
??
??
?
?
???
?? ?
?
? ?
??
?
?
????
???
?
??
??? ???
????
???? ????
??
?
??
?
??
?
?
?
?
? ???
?
?
?
?
?
?
?
??????
?
??
1.12 1.09 
1.07 1.05 
1.11 1.02 
1.82 1.69 
1.80 1.63 
1.82 1.68 
1.06 0.97 
0.96 0.84 
1.01 0.96 
1.48 1.31 
1.40 1.30 
1.49 1.34 
と， 5花開花3日後処理区で生育が最もよく， 3花開花
時及び 1花開花毎処理区でこれに次ぎ， 5花開花時処理
区で生育は劣り， 茎の太さも細く，先細りとなっている
(第18表).
生育状態は播種j羽によっても異なり，いずれの処理区
でも播種期の遅れるにつれて生育は旺盛となり本の太
さも太く，基部から上部まで太くなっている.また，掃
種期の遅れるにつれて生育状態に処理問の差が少なくな
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り， 3月播種では5花開花時処理区でわずかに劣ってい
るが 4月嬬種ではいずれの処理区でも同程度の生育を
示してほとんど皇室はみられない.
考 察
トマトの初期の落花については，これまで藤井町の詳
細な実験を始め，多くの研究が行なわれ，育商環境や栽
精管理の不適による直接，間接的な影響で，雌性あるい
は雄性器官に形態約または機能的な異常を生じ 受粉，
受精が不良となることが主要原因としてあげられ14)15む
その防止対策もたてられている.
初期落花に対して後期落花ともいうべき上位花房にお
いても落花が起こっており，長期栽培などでは}般に着
果周期現象も認められている.
本実験における上位花房の開花，結実の様相をみる
と，第1花房からホノレモン剤処理を行なった場合には，
下位花房の果実の肥大がよく，担果量が多くなって，栄
養生長が弱まり，主茎の太さも上になるにつれて細くな
り，上位花房の花芽の発育が慈し第4，第5花房にお
いて落花が多くなっている.これに対し，第 1，第2の
下位花房にホルモ γ剤処理を行なわなかった場合には，
これらの花房の果実の肥大が悪く，担果量が少なく，栄
養生長は順調に進行し， 主茎の太さも下から上まで平均
した太さとなり，上位花房の花芽の発育がよく，落花が
少ない.
第1花房からホルモン剤処理を行なった場合には，第
1，第2花房に果実が着生しすぎた状態となり，下位花
房の果実の肥大の方に多くの養分が吸引されて，主茎の
上部への養分の流動が少なく，主茎の先端が細くなり，
上位花房の花芽の発育が悪く，開花時において小さな花
となれ落花が多くなったものと考えられる.
'福寿2号'， eひかりら'サγマーピンク'の 3品種を用
い，品種間の比較を行なった実験において福翼手2号'
では下位花房の担来量が少ないのに，上位花房で務花が
多くなっているのに対しひかりサンマーピング'
では第 1~3 花房の果実の肥大がよく，担果量が多くな
っているにかかわらず，第4，第5花房の落花は少なく
なっている 福寿2号'では eひかりう'サンマーピンク'
に較べて初期生育の進行が早く，花芽の分化，発育が早
く，開花期も早く福寿2号'の第2花房の開花期と
eひかりサYマ}ピンク'の第 1花房の開花期がだいた
い同時期である.同時に揺種し，同時に定槌しても福
寿2号'では'ひかりら'サンマーピンク'より発育段階の
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進んだ菌を定植したことになる福寿2号'では苗の比
較的小さいうちから開花及び結実が行なわれることにな
り，初期の着果によって栄養生長が弱まるものと考えら
れる.これに対してひかりサンマーピンク'では酋
の生育がある程度進行するとともに外的条件もある程度
生育に良好になった下で開花・結実及び果実の肥大が行
なわれることになり，初期の着果によって栄養生長はほ
とんど影響されず，中期以降では'福寿2号'より生育が
良好となったものと考えられる.茎の太さについてみて
も 福寿2号'では先細りになっているのに対しひか
りら'サンマーピング'では下から上まで平均した太さに
なっており，上位花房の花芽への養分供給も充分に行な
われ得ることを示唆しており，そのために花芽の発育も
よく，結実も良好で、落花が少なし?ものと考えられる.
また福寿2号ひかり 王様福寿'，ら、ウスほまれ'
の4品種を用い，品種間の比較を行なった実験において
は，前実験ほど明確な差異は認められないが福寿2号'
ではいずれの花房でも果実の発育は劣り，担果量が少な
くなっているが， 落花状態をみると果実の肥大がよくて
担呆量の多い他の品種と同程度に多くなっている '福寿
2号'では前実験と同様に開花及び結実の関始が早く，他
品種によじベて比較的植物体の小さいうちから着果するよ
うになって，栄養生長がより一層弱まり，第3，第4花
房着生部の茎もある程度細<，その花輪も細くなってお
り，第 3~4花房の花芽の発育するころに養分の供給が
少なくなったものと考えられるひかりら'ハウスほま
れら'王様福寿'の順に各花房とも果実の発育が良好とな
り，担果量も大きくなっているが，これとパラレルに第
3~4 花房着生部の茎の太さや花輪も太くなっている.
各品種とも第 3~4花房では担果量に応じた茎の太さや
花軸の太さになったため，結果的にいずれの品種でも洛
花率がだいたい同じくらいになったものと考えられる.
その上位の第 5~6花房では，第 3~4花房の落花率の
ま首大による担果最の減少により落花が少なくなっはたも
のと考えられる.これに対1....， ，王様福寿'では果実の発
育は他の品種に比べてかなりよく，大果となり，第 3~
4花房でもかなり担果最は多くなっているため，その上
位の花房でさらに養分供給の不良により一層落花が増大
しているものと考えられる.
一般に定植後の栄養生長状態と上位花房の開花・結実
状態とは密接に関係しており"下位花房の担果量が多く
なるなどして，栄養生長が弱まり，茎が細くなるような
場合には，上位花房の落花が多くなっている.そこで，
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定植後の栄養生長を調節する目的で，異なる環境条件下
に定植してみると，ハウス内に定植した場合には，定植
後の栄養生長が順調に進行し，下位花房の担架量が多少
多くなっても第5花房ぐらいまでは落花は少なく，その
上位の第6花房で洛:(Eが多くなっている.第 1，第2花
房の着果が多くなっても，定植後の環境条件が良好であ
ることから栄養生長が順調に進行し，下位花房の果実の
発育と上部の茎薬及び花房の両方へ養分が ある程度均
衡を保って配分され，第 3~5:(E房でも花の発育がよ
く，務花が少なくなったものと考えられる.しかし，第
1 ，第 2 花房ではもちろん，第 3~5 花房でも落花が少
なぐ，担果量が多くなっているため，それら花房の果実
の発育に多くの養分が吸引きれ，その上位の花房への養
分の配分供給が不良となり，栄養生長が弱まるとともに
花の発育が慈くなり，落花が多くなったものと考えられ
る.これに対し，闘場に定植した場合には，下位花房の
担果量がそれほど多くならないのに第3花房ぐらいから
落花がみられ，第七第5花房でさらに落花が多くな
り，その上の第6花房では落花が少なくなっている.第
1，第2花房の着果によって養分が吸引されるととも
に，定植後の条件が栄養生長に充分でなかったため栄養
生長が弱まり，上部への養分の流動が少なくなり，第
3，第4花房の花の発育が怒くなり，落花が多くなった
ものと考えられる.第3，第4花房の落花の増加による
担果量の減少によって，その上位の第5，第6花房への
養分の流動がよくなって栄養生長がよくなるとともに花
の発育もよくなり，落花が少なくなったものと考えられ
る.
次に，定植期の首令を変えることによって，定植後の
栄養生長を異なるようにした場合，上位花房の開花 ・結
突がどのように影響されるかについてみてみよう.
まず福寿2号'を用いて播種期と定植期をともに変
えることによって，定植時の酋令を40日， 55日， 70日と
変えた実験においては，首令の若い苗ほど定植後の栄養
生長は旺盛となり，第 1~3 の下位花房の果実の肥大が
よく，担果量が多くなっているにかかわらず，第4，第
5の上位花房の落花は増加せず，酋令の進んだ大苗で下
位花房の担果量の少ないものよりかえって上部の落花は
少ない.酋令の若い苗を定植した場合には，第 1~3 花
房における担果量が多少増加しても，栄養生長が抑制さ
れることなく順調に進行して，上位花房の花芽への養分
供給も充分に行なわれて， ~喜花が起こらなかったものと
考えられる.
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次に，品種'ひかり'を用い， i番種期を4固に分けて育
商して定植期を同一にし，定槌期の苗令を30，45， 60， 
75日苗と変えた場合，あるいは，播種期を同一にして育
萌して定植期を順次ずらし，定植期の苗令を3広45，55， 
65日と変えた場合のいずれにおいても，苗令の*，:いほど
果実の肥大がよく，下位花房の担果最が多くなるととも
に，定t直後の栄養生長は旺盛となっている.
第七第5の上位花房の務花は，定植後に中周t.c栄養
生長を示した45日商で最も少なく，定植後に栄養生長の
著しく旺盛となった30日の若商でも，また栄養生長の弱
くなった75日の苗令の進んだ苗でも多くなっている.
首令30日程度の若苗を定植した場合には，下位花房の
果実の肥大がよくなって担果盈が期大しても，栄発生長
は抑制されることなく，定植後の草勢が著しく旺胤とな
って茎は先太りとなり，栄養生長と上位花房の果実の発
育との間に養分の競奪が起こり，茎葉の発育のほうに養
分が強く吸引されることになり，上位花房の果実の発育
のほうへの養分の配分が少なくなり，第4，第5:{E房の
洛花が多くなったものと考えられる.
下位花房の担果量と上位花房の落花とは必ずしも結び
ついておらず，下部の担果量が多くなっても栄養生長が
順調に進行し，茎の太さが下から上まで平均した同じよ
うな太さであれば上位花房への養分の流動も充分に行な
われ，上位花房の落花は少なくなるものと考えられる.
下部の担果量が少なくても栄養生長に対して充分な条件
でなく栄養生長が抑制されるような場合には，上位花房
への養分の流動が少なくなり，あるいは下部の担架最が
多くなっても栄養生長が抑制されることなく草勢が著し
く旺盛となった場合には，茎築のほうに養分が強く吸引
きれ，上位花房への養分の配分が少なくなり， ~喜:(U)~多
くなるものと考えられる.
次に，下位花房の着果数を種々の程度に制限すること
によって担果量を変えた場合，定植後の栄養生長と上位
花房の開花 ・結実がどのような影響をうけるかについて
みてみよう.
‘福寿2号'， eひかりサγマーピソク'の 3品稲を用
い， 2月15日に播種して 4月25日に定植し，第 1，第2
花房の着果数を 1，2， 3， 4及び5果にそれぞれ制限
した場合，あるいは福寿2号'，eひかりう'王様初寿:
'ハウス』ままれ'の 4品種を用い 2月26日に播種して 5
月6日に定摘し，第 1，第2花房の着果数を 0，:1， 3， 
5果にそれぞれ制限した場合のいずれにおいても，下{立
花房の着果数を制限することによって，定植後の栄養生
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長がIlE盛になるとともに，上位花房の落花は著しく少な
くなり，下位花房の着果数の多くなるにつれて順次栄養
生長は弱くなるとともに，上位花房の落花は多くなって
いる.藤井5)も摘果及び収穫期と落花との関係について
部jベ，J商果及び早期収穫は植物体の発育を良好にし，着
果をw1大し， 着巣率もまた向上して落花を少なくするこ
とを認めている.
下位花房の着呆数が多く ，担果f設が多くなっている場
合には，これまでも述べたように，下位相房の果実の肥
大のほうに多くの養分が吸引され，主茎の上部への養分
の流動が少なくなり，上位花房の花芽の発育が抑えら
え， 1拡花が多くなるものと考えられる. しかし，そのよ
うな条件下でも下位花房の果数を制限することによっ
て，下位花房の担果量を少なくすると，下位花房での養
分の吸引が少なくなり，主茎上部への養分の流動が多く
なり，栄養生長が順調に進行し， 主茎の太さも下から上
まで平均した太さとなり，上位花房で分化，発育してい
る ~(urがよく発達し，落花が少なくなるものと考えられ
る.
また福寿2号'， eひかり'， eサンマーピンク'の 3&.， 
種をJIぃ 3月15日， 4月15日と播種期を遅らすと，下
位1E)}jの着果数による差はほとんど認められなくなり，
新栄数が多くなって下位花房の担巣量が多くなっても，
上位花房の落花は多くなっていない.前述のように，下
位(E房の着果数が多く なっても，定椋後の条件がよくな
って栄養生長が順調に進行し得る場合には，上部の茎葉
や花房への養分の流動も順調に行なわれ，花芽の発育が
よく，開花後も果実として順調に肥大し，落:(tも少なく
なるものと考えられる.
j悠jl引はトマトについて，摘果の他に，業面積を種々
の綬1皮に変えて落花との関係をみており，薬面積の減少
はii.に果実の発育を不良とするのみでなく，上位花房の
着:tE数な少なくするとともに，落花率を増大せしめるこ
とを秘めている.藤井日はまた， トマトの整枝と落花と
の関係についても調ベ， )J夜芽の後期摘除あるいは放任に
よる)1花芽の伸長は落花を増大せしめることを認め，月夜芽
を放任すれば， J夜芽の伸長のための養分の消費と，校条
の混雑のための日照不良とによって着花数・着果率はと
もに低下するようになり，版芽を摘除するとすればでき
るだけ早期に行なうことが必要であるとしている.
次に，下位花房に対するホルモ γ剤の処理時期を変え
た場合，上位花房の開花・結実状態がどのような影響を
うけるかについてみてみよう.
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まず最初に，ホノレモ γ剤の処理時期の違いが直接その
処理花房の着采に与える影響をみると 1花房内におい
て1:tE開花毎にホノレモン剤を処理した場合，先に開花し
た1ちはよく結実するが，遅れて開花した花は着果しがた
くなり，落花するものが多い.特に2月播種のように，
同一花房上において最初に開花したものと遅れて開花し
たものとの時期の差が大きく開花期間の長い場合には落
花が多く， 4月播種のように次々と連続的に開花する場
合には 1花毎に処理してもほとんど落花することな
く，よく結実している.これは花房内における花開の養
分競合によるものと考えられる.一般に同一花房上にお
いて早く開花する花ほど各務官と もよく発達して大き
し開花の遅れるにつれて花の各器官の発達が惑くなる
傾向にある.開花期聞が長引く場合には，遅れて開花す
る花は養分の配分を受ける上で不利であり，落花するに
至るものと考えられる.開花期間が短く，比較的揃って
開花した場合には，ホノレモソ剤処理時期の差も少なく，
花房内での花の閲の養分の競奪が少なし果実は比較的
揃って発育し， ~答花も少なくなるものと考えられる.
5花開花直後あるいは5花開花3日後にホルモン剤処
理を行なった場合には，同一花房上の 5果はよく揃って
発達し，落花・落果もほとんどみられない.これは各花
開に養分が均一的に配分される状態となるために果実が
揃って発育し，落:tE・落果も起こらないものと考えられ
る.
以上から，花房としてのホルモン剤の処理時期につい
ては，収穫目標果数の花が開花し終ったところで処理す
ることによって，花開の養分の競奪も少なく，落花も少
なく，果実の大きさにもむらがなく，適度の平均した大
きさの揃った果実を収穫することができるものと考えら
れる.
1花房の開花の期間は， 2月播種のように10日くらい
を要するものから， 4 月播種のように 5~6 日くらいで
終るものもあり，時期によって異なり，また革勢や開花
l時の外的条件によっても異なるが，同一花房上の花がで
きるだけ揃って短期間に開花するような革勢づくりが必
要と考えられる.
次に，第 1，第2花房のホルモン剤の処理時期を変え
た場合の上位花房の落花状態をみると 1花開花毎及び
3花開花時処理区のように下位花房の落花が多くなって
担果量の少ない場合には，第 4，第5の上位花房の務花
は少なく，逆に5花開花時処理区のように下位花房の落
花が少なくて担果量の多い場合には，上位花房の落花が
148 山形大学紀要(農学)第四巻第1号
多くなる傾向を示している. しかし， 5花開花直後処理
と5花開花3日後処理とでは，下位花房の担果;量はほと
んど変らないのに 5花開花3日後処理区で上位花房の
務花は著しく少なくなっている.ホルモン剤処理を3日
遅らすことによって，果実の肥大開始を若干遅らすこと
になり，そのことが下部の果実肥大のほうへの養分の供
給と上部のほうへの養分の流動の競合を回避させ，果実
肥大と栄養生長との養分供給のパラソスが保たれ，栄養
生長を順調に進行させることになり，上位花房の花美の
発育もよくなり，落花が少なくなるものと考えられゐ.
播種期を3月 4月と遅らすことによって，前述したと
同様に処理による差がしだいに少なくなり， 4月播種の
場合には，いずれの処理区でも上位花房の落花は少なく
なっている.定植後の条件がよくなって栄養生長が順調
に進行し，上部の茎葉や花房への養分の流動も順調に行
なわれ，花芽の発育がよく，開花後も果実として順調に
肥大し，落花も少な4なるものと考えられる.
以上から，第1，第2花房の果実肥大開始期ころの初
期においては，栄養生長に条件の好ましくない場合に，
植物体の生育に対して果実の発育は相当の負担となって
いるものとみられる.初期の栄養生長と果実肥大とはき
わめて密接な関係にあり ，着果数，果実の肥大速度，薬
面filt，茎禁の伸長など，これら相互のパランス関係で上
位花房の結実状態が決まり，これらいずれの聞における
ごくわずかのアソパラソスによっても落花が誘起される
ものと考えられる.
落花が起こる場合，花房全体が落花することは比較的
少ない. 1花房内では，ー般に第1，第2花あるいは第
3花くらいまではよく結実し，第 4，第5花と遅れて開
花する花が落花することが多い.着果によって茎葉から
の養分の供給が不足するような際には，果房と花房との
閑あるいは果房・花房と茎築との閑にはげしい養分の競
合が起こり，養分の流動，配分に不均衡を生じ落花 ・
落果が起こったり，あるいは栄養生長が抑制されたりす
ることになるが，来房・花房への養分の配分が少なくな
って務花が起こる際には，さらにその花房内での花聞に
養分の競奪が起こり，遅れて開花する花は花房内での養
分配分を受ける上で不利で、あり，落花するに至るものと
考えられる.
トマト栽箔において，上位花房の結突をよくし，落花
を少なくするためには，目的とする花房の花が分化して
開花 ・結実を終るまでは，下位花房の果実の肥大と上位
花房の花芽の発育・結実を確保できるような管理が必要
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である.植物体の生育状態や外的条件などを充分に考慮
しながらホルモシ剤の処理時期なども加減し F位花房
に目的とする果数を着生させても栄養生長が弱まらない
よう，また逆に草勢をあまり旺盛にしすぎないように管
理して，主茎の太さが下から上まで平均した太きである
ように，つねに栄養生長と生殖生長との均衡を保ってい
くことが必要であると考えられる.
摘 要
トマトの上位花房における開花・結実の様相lを切らか
にするとともに，落花の原因を解明することを制的とし
て実験を行なった.
1.上位花房の開花・結実の様相
第 1花房からホルモン剤処理を行なった場合には，下
位花房の果実の肥大がよく，栄養生長が弱まり，主茎の
太さも上になるにつれて紙くなり，第七第5の上位花
房の花芽の発育が悪く なり，落花が多く なった.これに
対し，第 1，第2花房にホルモン剤処理を行なわなかっ
た場合には，これら下位花房の果実の肥大が思く，栄養
生長が順調に進行し，上位花房の花芽の発育が良好で，
務花が少なかった.
2.上位花房の開花・結実と定植時の菌令との関係
苗令30~35 日程度の若留を定植した場合，下位花房の
果実の肥大がよくなって担果量が増大したが，栄養生長
は抑制されることなし定植後の草勢は著しくH也在とな
り，茎は上部で極端に太くなって先太りとなり，第 4~
6 の上位花房の落花が多くなった.また，前令70~75 日
の大苗を定植した場合，定植後の栄養生長がiJ~く， ;j的主
上になるにつれてしだいに先細りとなり，第4，第5の
上位花房の花芽の発育が悪く，落花が多くなった.
苗令40~45 日あるいは55~60 日の中苗を定制した場
合，定j直後の栄養生長は極端に旺感になることもなく ，
また抑制されることもなく，順調に中腐な栄養生長を示
し，茎の太さは下から上まで同程度となり，第七第5
の上位花房の花芽の発育は良好で，落花は少なかった.
3.上位花房の開花・結実の品種間差異
(1) ，福寿2号ひかり'， eサンマーピンク'の3品
種を用いた場合
e福寿 2 号'では第 1~3 の下位花房の着果によって栄
養生長が弱まれ茎の太さは先細りとt.r~，第 4. 第 5
の上位花房の花芽の発育が悪く， ~喜花が多くなった.
'ひか り 's eサンマーピンク'では第 1 ~3 花jjjの果実の
肥大がよく，担果量が多くなったが，栄養生長はそれほ
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ど抑えられず， 茎の太さは下から上まで平均した太さと
なり，第七銘5の上位花房の花芽の発育は良好で，落
tEが少なかった.
(2) ，福美子2号'，'ひかりら'王様福寿'，'ハウスほま
れ'の4品種を用いた場合
'括ii!.f2号'では他の品種に比べて果実の発育が劣り，
担来世が少なかったが，第 3~5 の上位花房の落花は他
の品舗と何程度に多くなったひかりハウスほまれ
'王線福寿'と順次各花房とも果実の発育が良好となり，
担果五tが多くなったが，その担果量に応じて栄養生長も
良好となり，茶の太さも太くなり，落花率は各品種とも
大体阿程度とはって，大差はみられなかった. しかし，
e王線柘ijf'では果実の発育が他の品種に比べてかなりよ
く，担果tl:が著しく大となり，第 5~6 花房で落花が多
くなっTこ.
4.上位花房の開花・結実と定植後の栽培環境条件と
の関係
ハウス|付に定植した場合，定植後の栄養生長が順調に
進行し，下位花房の担果量が多少多くなっても，第5花
房ぐらいまでは落花は少なく，その上位の第6花房で落
t~が多くなった.これに対し，園場に定植した場合，下
位:tEiJの担民放がそれほど多くないのに第3花房ぐらい
から務1Eがみられ，第七第5花房でさらに落花が多く
なり，その上依の第6花房では落花が少なくなった.
5.上位花房の開花・結実と下位花房の着果数との関
{系
第1，第 2:(E房の着果数を制限して少なくした場合，
定.ffli後の栄~~I'.長は順調に進行し， 茎の太さも下から上
まで川和11:交となり，第 4，第5の上位花房の花の発育は
良好で，務:tEf主著しく少なかった.下位花房の着果数が
多く， KL*並が多くなるにつれて一般に定檎後の栄養生
長が弱まり，主茎の太さも上になるにつれて細くなり，
上位花房の;(E亦の発育が悪く，落花が多くなった.
下位;(EJ;jの:rf果数の差による上位花芽の落花の状態
1:.， t市稲JtJJ，定櫛後の条件，品種によっても異なった.
綴種別を3月， 4月と遅らすと，上位花房の落花は少な
くなり， 4 JH福種ではいずれの区でも落花は著しく少な
し下位花房の着果数の影響はみられなかった.ハウス
内に定植した場合，定植後の栄養生長が順調に進行し，
関場に定植した場合に比べて，上位花房の落花は全般に
少なし務花の発生も遂れ，より上位花房で落花が多く
なった.品種間差異と しては福寿2号'のような早生
系品種でド{立花房の着果数の差が明確にみられ， 着果数
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の多い区で上位花房の落花が多くなった.
6.上位花房の開花・結実と下位花房のホル宅ン剤処
理時期との関係
第 1，第2花房ではホルモシ剤処理時期の早いほど落
花が多くなり 1花開花毎処理区では落花が最も多く，
5花開花時あるいはその 3日後処理区では著しく少なか
った.これに対して，第 4，第5の上位花房の落花は下
位花房で落花の少ない区で多くなり，特に5花開花直後
処理区で最も落花が多く ，その3日後処理区では上位花
房でも落花が少なかった.
下位花房におけるホルモ γ剤の処理時期による落花状
態は播種期によっても異なり， 3月， 4月と綴種期の遅
れるにつれて落花は少なくなった.特に4月播種の場合
は，下位花房のホルモソ剤処理時期によるそれら処理花
房の落花はほとんど影響をうけないとともに，上位花房
の落花も少なかった.
7.上位花房の落花の原因
トマトの上位花房の落花は，下位花穿の着果数が多
く，担果量が多くなった場合に，下位花房の果実の肥大
の方に多くの養分が吸引され，主茎の上部への養分の配
分が少なく，主茎が先細りとなり，上位花房の花芽の発
育が惑くなって起こるものとみられる.しかし，下位花
房の着果数が多く，担果量が多くなったからといって，
必ずしも上位花房の花芽の発育が悪くなって務花が起こ
るものとは線らない.下位花房の1果量が 多 くなって
も，栄養生長が順調に進行し，主茎の太さも下から上ま
で同程度に平均した太さになっておれば，上位花房の各
花芽への養分供給も充分に行なわれ，花芽の発育がよ
く，落花が少なくなるものと考えられる.
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Summal'y 
The pl・esentstudies、，vereconducted to clarify 
the ftowering and fruiting aspects of lIpper百ower
clusters as well as the mechanism of ftoral abacission 
in tomato plants. 
1. Flowering and frlliting pattern of the lIpper 
flower cllS ters. 
When the application of p-chlorophenoxyacetic 
acid(PCPA)was started from the ftowers in the first 
ftower clllster， the thickening growth of the fruits in 
the first and second ftower clusters of lower region 
was pJ'目omoted，bllt the vegetative growth of the 
plant declined and the main stem become more 
thinner along th巴shoot.As a result， the development 
of ftoral bllds in the fourth and白fthftower clllsters of 
upper region was sllppressed and the ratio of ftoral 
abscission increased. When the ftow巴rsin the first 
and second flower clusters were not treat巴dwith 
PCPA， on the other hand， thethickening growth of 
the frlits in the lower到owerclusters was sup-
pressed， bllt the vegetative growth of the plant and 
the development of ftoral bllds in the fOllrth and 
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自fthftower clllsters of lIpper region wer巴 better.
reslllting less floral abscission in the lIPP巴r10 、，ver
clllsters. 
2. The relationship between the ftowering and 
frli ting pattern of l1pper ftower clllsters and thc age 
of the seedlings at planting time. 
When the 30 to 35 day-old seedlings were 
planted. the thickening growth of the frl1its in lower 
ftower clllsters was promoted and the nllmber of 
frlits in the flower clllsters increased. Neverthless， it
ded not cause the sl1ppression of vegetative growth. 
Rather， the plant grew more vigorllsly and the upper 
region of the stem became ex tremely thicker. As a 
resllt. the ratio of floral abscission in the fOllrth to 
sixth ft口、，verclusters increased. When the older 
seedlings of the 70 to 75 day-old were planted， they 
were inferior in their vegetative growth after plant-
i ng and the stem became more thinner along the 
shoot. FlIrthennore. the development of floral buds in 
upper flower clllster was sllppressed and the ratio of 
the ftoral abscission increased. When the seedlings in 
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medium size of the 40 to 45 or・55to 60 day-old were 
planted， the plants grew fairly in balanced between 
veg巴tativeond reprodl1ctive growth. Th巴 vegetative
gro、vthwas not extremely vigorol1s and not .Sl1p-
pressed either. The stem also developed evenly in 
thickness along the shoot. In addition， the floral buds 
in the fOl1rth and fifth flower cll1sters developed well， 
reslIl ti ng less floral abscission. 
:!. Varietal differences in the flowering and 
frlliting pattern of the upper flower clllsters. 
( 1)Com parison amo昭 'FukujuNo.2'，‘Hikari'， 
and 'Sanmer Pink'. 
In 'Fl1kl1jl1 No.2'， the vegetative gl'owth was 
sUPPl'essed and the stem became more thinner along 
the shoot， dl1e to the fruit setting in the first to third 
flowel' cll1stel's. This also resl1lted in the sl1ppression 
of f1ol'al development in' the fOl1rth to fifth flowel' 
cluster and induced more floral abscission. In both 
'Hil<ari' and 'Sanmer目Pink'，the vegetative growth was 
not slIppressed too much by the frl1it setting in the 
lower flower cll1sters and the stem grew in same 
thickness along the shoot， even thol1gh they， in 
particlllar 'Sanmer Pink'， prodl1ced more frl1its in the 
lower clllsters that developed vigorously in their 
thicl<ening growth. Th巴自oraldevelopment of the 
fOllrth 10自fth自owel'clusters also developed well and 
resulted in less floral abscission. 
(2) Comparison among 'Fukl1jl1 No.2'， 'Hikari'， 
'Ohsama-fukuju'， and 'House-homare'. 
'Fukl1jl1 No.2' was inferior， comparing with other 
thre巴varieties，in th巴 developmentand the number 
of fruit in the lower clusters. The ratio of floral 
abscission in the upper自owerclusters of this variety， 
however， increased as well as in other three varieties. 
In 01'吋de引roぱf'Ohs悶ama-イfukl1j知u
riγ" they showed bettel' gl'Owth in the fl'uit develop-
rnent and the nl1mbe1' of frl1it in the cll1ster. The 
vegetative growth of those plants was also b巴tter
than 'Fukujl1 No.2'， but depending on the nl1mber of 
frlit in the flower clusters. There was no varietal 
differences in the ratio of frl1it drop. Among al of 
these varieties， 'Ohsama-fukuju' was best in frl1it 
development and the nl1mbe1' of frl1it in the clusters， 
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but resulted in more臼o1'alabscission. 
4. The relationship between the development 
of upper 日owercll1sters and the environmental 
conditions after planting. 
When the seedlings were planted in a vinyl 
hOl1se， the plant grew fairly and less floral abscission 
appeared in the長rstto fifth flo、.ve1'clusters， although 
the abscission increased in the sixth flower cluste1'. 
、，vhereas，when the seedlings、vereplanted in the 
field in a natural conditions， the floral abscission抗rst
appeared in the third fI。、vel・clusterand increased in 
the fourth and fifth fl口、vercll1ste1's， even though the 
number of frl1i t inthe lower flower clusters was 
relatively not much. Then， the ratio of floral abscis-
sion decreased again in the sixth fI。、vercluster. 
5. The relationship between the development 
of the uppel'flower clustets and the numbe1' of fl'uit 
in the lower cll1ster・S.
Removal of floral bl1ds in the first and second 
自owercluste1's I'esulted in a balanced vegetative 
growth. This a討Is叩口 ledto the unif，お'omalg即I
t仙hickeningalong the sぬho∞0ぱt，better development of 
floral bl1ds in the upper clusters， and less flo1'al 
abscission. As the number of f1'uit in the lower flower 
cluste1' was increased， the vegetative growth after 
planting was supp1'essed and the uppe1' stem became 
more thinner along the shoot. This resulted in sup-
pression of the floral development and an increase of 
floral abscission. 
The aspect of floral abscission in .the upper 
flowe1' cLusters as a妊ectedby the number of fl'ui t in 
the lower flower clusters was also different depend-
ing upon the seeding date， the environmental condi-
tions after planting and varieties. The number of 
自oralabscission in the upper fiower cll1sters decreas-
ed when the seeding time was delayed until March 
or April. In particular， when seeded in April， the 
ratio of fioral abscission was least and not affected by 
the number of fl'uit in the lower百owerclusters 
either. The plants in a vinyl house， in comparison 
to those in the field， gl'巴w fairly well， and the 
floral abscission was not only less， but also the 
appearance was delayed until late. That is， the fioral 
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abscission was observed on more upper region of the 
shoot than those in the field. The effect of the 
number of fruit in the lower flower clusters on the 
floral abscission was most obvious in a early-bloom-
ing type such as 'Fukuju No.2'， ofwhich the floral 
abscission in the upper flower clusters substantially 
increased， due to the increasing the number of fruits 
in the lower flower clusters. 
6. The relationship between the development 
of the upper flower clusters and the time of PCP A 
application to the flowers in the lower flower clus-
ters. 
When PCP A was applied at each blooming time 
of the third flower in the first and second flower 
clusters， the自oralabscission in the lower flower 
clusters increased， and when PCPA was applied at 
each blooming stage of the fifth flower or three days 
after the blooming of the fifth f10wer in the first and 
second f10wer clusters， itdecreased. On the other 
hand， the floral abscission in the fourth and fifth 
flower clusters of upper region increased when the 
abscission in the lower flower clusters was relatively 
les. Especially， the treatment immeadiately after 
the blooming of the fifth f10wer in the lower flower 
clusters induced most f10ral abscission in the fourth 
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and fifth f10wer clusters. However， the floral abscis. 
sion in the upper f10wer clusters was not much when 
applied three days after the bJooming of the自fth
flower in the Jower f10wer clusters. The floral abscis_ 
sion in the lower flower clusters due to time of PCPA 
application was also affected by the time for secding. 
It was decreased by the delay of seeding. 
7. The me('hanism of floral abscission in the 
upper flower clusters. 
The increase in the number of fruit in the lower 
flower clusters and their extreme thickening growth 
cause the unbalanced vegetative growth. Namely， the 
stem gets more thinner along the shoot， probably 
because the floral buds and fruits in the lower 
clustel's mobi1ize most of the nutrient. This may 
bring about the suppression of f10ral development and 
the floral abscission in the upper日owerclusters. 
However， ifthe vegetative growth is balanced and 
stem grows evenly along the shoot in their thickness. 
the f10ral abscission in the. upper自owel'clusters does 
not necessarily increase. That is， ifan enough amoUnt 
of the nutrient is supplied to the upper flower 
clustel's keeping a balanced vegetative growth， the 
floral buds develop well and the f10ral abscission 
decreases even in the upper f1owel' clusters. 
